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西東京市市民協働推進センター 1 

平成２４（２０１２）年度第１１回運営委員会会議録（確定稿） 2 
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１．西東京市市民協働推進センター業務報告について 12 

事務局より２月に実施したまちづくり円卓会議、ＮＰＯ市民活動ネットワーク、２月の新規団体登録13 

状況、相談対応状況について報告があった。 14 

委員から相談記録の助成金情報に関して、分野別リストや年間カレンダーを作っておくとよいという15 

意見が出された。 16 

 17 

２．３月以降の西東京市市民協働推進センターの事業について 18 

事務局より３月以降実施予定の３事業について開催概要の説明が行われた。これから実施予定の３月19 

２０日のゆめサロンの集客が少ないこと、３月２９日のまちづくり円卓会議は６名の会議メンバーに20 

よるクローズの形式で開催すること、具体的な成果を出したいと考えていることを説明。成果につい21 

ては、前回の円卓会議の講師より小さくてもよいので具体的な成果が出せるとよいというアドバイス22 

をいただいている旨報告があった。 23 

委 員：円卓会議のメンバーは誰か。 24 

事務局：前回と同じメンバーで行う。円卓会議は、最初からテーマを決めて実施するかたちと、円卓会議でテ25 

ーマ出しを行う２通りの方法がある。前回は、居場所というテーマで実施したが、今回も同じテーマ26 

で実施する。前回の円卓会議で、情報の共有ができていないという話が出ていたのでそのことについ27 

て何か成果を出せたらよいと考えている。 28 

委 員：どのようなことを成果として考えているのか。 29 

事務局：新規事業として取り組んだので、円卓会議はどのようなものなのか普及、啓発することも成果と考え30 

ている。  31 

委 員：情報共有といっても、円卓会議の参加者だけで情報共有して終わってもしょうがない。目標値もない32 

なかで、何を成果というのか。 33 

事務局：具体的な成果として報告書を作成することも考えている。ホームページでの公開を考えている。 34 

委 員：今回行政職員の参加はなかったのか。 35 

事務局：今回は公民館が行政職員ということで参加している。 36 

副委員長：行政をまきこむことが大切。 例えば、報告書を作って、行政に持っていくことも大切。今後、行政37 

職員や議員をまきこんでいけるとよい。 38 

委 員：協働コミュニティ課でなく、テーマによって企画政策課など他部署をよんでもよい。 39 

事務局：まちづくりというテーマであれば、協働コミュニティ課が自治会に取り組んでいる。 40 

副委員長：行政職員については、まずはオブザーバーからでも参加してもらえるとよい。 41 

 42 

 43 

１．２０１２年度第１０回西東京市市民協働推進センター運営委員会会議録について 44 

副委員長：何か気になる部分はあるか。 45 

事務局：２ページ３１行と３２行のパリテ祭りの表記をパリテまつりに修正願いたい。 46 

副委員長：そのほかになければ、第１０回の西東京市市民協働推進センター運営委員会会議録（未定稿）は確47 

定稿とする。 48 

 49 

 50 

 51 

■開催日時：平成２５年３月１９日（火） 午後７時～８時３０分 

■開催会場：イングビル３階 第２会議室 

■出席委員：有賀委員、久保委員、小嶋委員、坂口委員、田辺委員、徳永委員、豊永委員、原委員、

宮﨑委員、吉田委員＜以上１０名、五十音順＞ 

■事 務 局：内田センター長、望月事務局長、丸木地域福祉課長、篠原主事 1 
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○平成２５年度西東京市市民協働推進センタースタッフの公募について 5 

事務局：センタースタッフが３名退職することに伴い、職員募集をした結果、 6 

    ３月１５日に面接を行い、３名の職員が決まったことを報告する。 7 

 8 

○西東京市社会福祉協議会のボランティア・市民活動推進事業担当理事候補について 9 

事務局：２月１８日の役員選考委員会、２月２７日の評議員会で坂口氏が担当理事候補として承認された。今10 

後、４月２日の理事会の互選により、正式決定となる。 11 

 12 

○避難所運営ゲームの共催者大募集について 13 

副委員長：タイトルに共催と書いてあるが難しそうに感じるので、共催という表現ではなく、講師出前などに 14 

するとよい。費用がかかるのか。かからないのであれば無料と表記したほうがよい。ワールドカフ15 

ェの説明があったほうがよい。 16 

委 員：ゆめこらぼからスタッフを派遣するのか。ゆめこらぼだけではやりきれないのではないか。 17 

事務局：田無スマイル大学が協力してくれるが、ゆめこらぼでできる範囲でと考えている。 18 

委 員：よい取り組みだと思う。避難所運営ゲームの受付はすべてゆめこらぼがするということか。 19 

事務局：田無スマイル大学に直接申し込みが入った場合は、田無スマイル大学が考えることだが、相談があれ  20 

    ば、ゆめこらぼで対応することもある。ゆめこらぼとしては、ＮＰＯへの道具の貸し出しや出前によ21 

る協力、また今後、核となる団体を作っていけたらよいと考えている。 22 

 23 

○今年度実施事項の確認について 24 

委 員：今年最後の運営委員会だが、事業の遂行や運営委員会でのペンディングはないか。 25 

事務局：すべて実施しており、ペンディングになっているものはない。 26 

 27 

○来年度の計画について 28 

委 員：来年度の計画についての議題がないが。 29 

事務局：毎年この時期に、翌年度の執行計画をみているが、今年度は既に運営委員会で協議した。 30 

 31 

○本日（第１１回）の運営委員会会議録の確認について 32 

委 員：今日の議事録は退任される委員にもみてもらうのか。 33 

事務局：退任される委員の方にもみていただいた上で、４月の運営委員会に諮ることになる。 34 

 35 

○今年度で退任される委員からの挨拶があった。 36 

 37 

１．次回運営委員会日程について  38 

日時：４月１６日（火）１９時～２１時 39 

会場：イングビル３階 第１会議室 40 

４．そ    の    他 


